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年頭のあいさつ

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
す
が
す
が
し
く
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
町
長
に
就
任
し
て
早
く
も
二
期
八
年
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
皆
さ
ま
の
暖
か

い
ご
支
援
を
賜
り
、
昨
年
計
画
樹
立
し
ま
し
た
新
総

合
振
興
計
画
に
よ
る
「
清
流
に

緑
映
え

人
輝
く
ま

ち

か
つ
う
ら
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
、
四
国
四
県
の
県
庁
所
在
地

が
高
速
道
路
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
三
つ
の
架
橋
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
人
・
物
・
文
化
交
流
が
さ
ら
に

進
み
そ
れ
ぞ
れ
の
県
が
そ
れ
ぞ
れ
に
活
性
化
さ
れ
る

も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
近
畿
圏
が
今
ま
で
以
上

に
近
く
な
り
、
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
・
関
東

か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
と
の
交
流
、
昨
年
か
ら
正
式

に
発
足
し
た
全
国
か
つ
う
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
千
葉
県

勝
浦
市
・
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
・
徳
島
県
勝
浦
町
）

に
よ
る
交
流
を
は
じ
め
、
物
流
・
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
等

に
こ
れ
ら
の
効
果
が
加
わ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
面
で
は
、
町
民
の
念
願
で
あ
り
、
か

ね
て
か
ら
工
事
中
の
今
山
橋
の
架
け
替
え
工
事
も
今

年
春
頃
の
完
成
と
な
り
、
本
町
で
初
め
て
の
試
み
で

あ
る
都
市
と
農
村
の
交
流
施
設
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い

の
里

さ
か
も
と
」
は
旧
坂
本
小
学
校
跡
地
を
利
用

し
、
多
く
の
人
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

整
備
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
三
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
国
内
に
お
け
る
経
済
情
勢
は
不
況
が
長
期

化
す
る
中
、
小
泉
内
閣
の
誕
生
に
よ
っ
て
「
新
世
紀

維
新
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
経
済
・
財
政
・
金
融
に

存
在
す
る
非
効
率
な
仕
組
み
を
聖
域
な
き
構
造
改
革

に
よ
っ
て
日
本
経
済
を
早
期
に
再
生
す
る
た
め
の
政

策
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を

き
っ
か
け
と
し
た
世
界
的
な
景
気
の
低
迷
に
よ
っ
て

地
方
税
収
の
落
ち
込
み
予
測
と
、
地
方
公
共
団
体
が

命
の
綱
と
し
て
い
る
地
方
交
付
税
、
こ
れ
ら
の
原
資

と
な
る
国
税
五
税
の
大
幅
な
減
収
と
な
る
公
算
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
勝
浦
町
で
は
平
成
十
二
年
か
ら
平

成
十
六
年
ま
で
の
五
ヵ
年
計
画
で
、
新
行
政
改
革
大

綱
実
施
計
画
書
に
沿
っ
た
、
行
財
政
の
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大
変
厳
し
い
状
況
の
下
、
全
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
ご
協
力
を
得
て
、
こ
の
難
関
を
乗
り
切
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
は
急
速
に
進
展
す
る
高
度
情
報
化
・

国
際
化
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
、「
清
流
に

緑
映
え

人
輝
く
ま

ち

か
つ
う
ら
」
を
創
世
す
る
た
め
、

○

行
財
政
改
革
の
推
進

○

産
業
の
振
興

○

道
路
網
の
整
備

○

生
活
環
境
の
整
備

○

医
療
・
福
祉
保
健
の
充
実

○

市
町
村
合
併
の
推
進

の
六
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
諸
施
設
の
成

果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
町
民
と
と
も
に
手
を
携
え
、
勝

浦
町
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

交
流
の
時
代
を
迎
え
て

勝浦町長 川 口 幸 一

希望に輝く2002年の新春を迎えるにあたり、町民の皆
さまにお慶び申しあげますとともに、日ごろから町議会
に対し、深いご理解とご支援を賜っておりますことに厚
くお礼を申し上げます。
21世紀を迎え地方分権や市町村合併の論議が急速に進

む中、それぞれの市町村が、個性的で活力のある地域と
して発展し、地域住民が生活の豊かさを実感できる社会
を築くために、地方議会の役割はますます重要性を増し
ています。
わたしたち議会議員は、このような認識をもって、そ
の使命と役割の適正、円滑な遂行に資するため、今後に
おいても、町民とともに歩む議会を目指すため、議会活

動や｢議会だより｣を通じて、できる限りの情報を提供し
ご意見、ご提言をいただき、新世紀の個性あるまちづく
りを進めるため、今年も「汗

かん

馬
ば

の労」を惜しまず、「良
りょう

馬
ば

鞭
べん

声
せい

を見」、「天
てん

馬
ば

空
くう

を行く」がごとく、なお一層「馬力」
を出して取り組む決意であります。
今後とも町民の皆さまの、ご協力とご指導をお願いする
とともに、ご多幸を祈念し、新年のあいさつといたします。

21世紀を駆ける

新年あけまして
おめでとうございます
勝浦町長
勝浦町議会議員一同

勝浦町議会



関東阿波かつうら会

会長 福 中 政 美
近畿かつうらふるさと会

会長 桑 村 隆

関東･近畿ふるさと会 新年のあいさつ

３

ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
で
は
、
改

修
工
事
が
オ
ー
プ
ン
に
向
け
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
地
元
・
坂
本
で
も
運
営
委
員

会
を
中
心
に
料
理
、
情
報
宣
伝
、
宿
泊
運

営
、
農
村
体
験
等
の
検
討
会
・
研
修
会
、

ま
た
、
周
辺
整
備
、
花
づ
く
り
等
の
取
り

組
み
を
一
生
懸
命
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
が
、

町
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
ま
た
、
勝
浦

町
の
新
た
な
名
所
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ロ
ゴ
・
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
。

○
宿
泊
室
の
名
前
が
決
ま
り
ま
し
た
。

大

じ
ゅ
く
じ
ん

中

だ
い
だ
い

ゆ
こ
う

小

こ
う
じ

す
だ
ち

き
ん
か
ん

○
体
験
の
メ
ニ
ュ
ー
も
準
備
中
で
す
。

田
植
え
・
稲
刈
り
・
炭
焼
き
・
椎
茸
栽

培
・
み
か
ん
取
り
・
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
・

豆
腐
づ
く
り
・
野
菜
づ
く
り
・
山
菜
取
り
・

じ
ん
ぞ
く
狩
り
・
お
手
玉
・
つ
た
籠
リ
ー

ス
づ
く
り
・
阿
波
お
ど
り
な
ど
、
そ
の
他
農

業
体
験
、
農
産
加
工
体
験
を
準
備
中
で
す
。

ア
イ
デ
ア
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町
役
場
産
業
振
興
課

ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
係

二
―
一
五
〇
五

ふ
れ
あ
い
の
里

ささ
かか
もも
とと 近況
報
告

勝浦町内在住並びに町出身の皆さま、新年明けまして
おめでとうございます。
昨年の年頭には、巳年は満月に象徴されるような万物
繁栄の絶頂の年になると大きな期待をこめてごあいさつ
申し上げましたが、後半年は長い猛暑が続き、また米国
での想像を絶するテロ事件の激発とこれに対する報復的
措置など21世紀初頭に厳しい現実を見せつけられ、これ
からの地球的規模での予測しがたい異常事態の生起にお
ののく有様でした。
国内にあっては、長期にわたる景気低迷を克服するた
めの政府の対策も一時水をかけられた感じですが、強力
なリーダーシップの下に改革・成長の基盤が緒につきか
けていることに期待をもって見守っていきたいと思って
いる昨今です。
中山間地域の産業振興や福祉環境の整備など地方行政
も多事多難の時代だと思いますが、夜の明けない夜はな
いということもあり、戦争へ世紀に入った100年前に高
名な経済学者が唱導された「クールヘッド・ウォームハー
ト（冷静な思考と温かい心情）」に加え、ＩＴ時代の今
日「ハードヘッド・ソフトハート（効率性重視と公正柔
軟指向）」によるバランス感覚で忍耐強く対応していく
必要があると思います。
本年は、十二支の「午（太陽を２つ合せた象形文字）」
で、季節でいえば７月の万物の意気盛んな状態を表し、動
物でいえば馬に当てられ飛躍の年であるといわれています。
私ども関東阿波かつうら会は、平素、町当局のご指導を賜り
ながら徐々に会員も増加し、昨年は創立５周年行事を行っ
たほか、御町の友好都市である千葉県勝浦市のイベントに
有志が参加するなど、ささやかながら一歩を進めておりま
すので、今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。
結びにあたり、勝浦町の益々のご発展と皆さまのご健勝
を心からお祈り申し上げ、年頭のあいさつといたします。

新年あけましておめでとうございます。新たな2002年
が巡ってまいりました。勝浦町の皆さまには、輝かしい
新年を迎えられたことと存じます。
ふるさとのお正月は、今はどのような様子なのだろう
か。年中行事も、少子化、高齢化、生活様式の変化等に
より少なくなっていく中で、新年を迎える行事は、各御
家庭でまだまだ数多く継承されているものと思われます。
ふるさとをこよなく愛する者が集まった近畿かつうら
ふるさと会も、今年で８年目を迎えました。昨年の５月
の総会で、これまでふるさと会の創設、発展に多大なご
尽力をされ、現在の組織体へと育んでこられました平賀
正会長の後を引き継ぎました。大変小粒になったことは
否めないところでありますが、役員はじめ会員の協力を
得て、ふるさととの交流に頑張って行きたいと思います
ので、何卒よろしくお願い申し上げます。
３月には、グリーンツーリズム事業の「ふれあいの里
さかもと」が開設されることとなり、何よりもうれしく
お慶びを申上げる次第です。私たちふるさと会にとって
は、待望の施設であり、今後は形を変えた密度の濃いふ
るさととの交流が実施できるのではないかと期待してい
るところです
昨年は巳年で、実入りもなく、脱皮もせずの一年でし
た。今年は午年、馬にまつわる故事で悪いことが目に付
きますが、うまい話に乗らず、何事もうまくいくような
一年でありますようにと願う次第です。
町民の皆さま方のご健康とご多幸を心よりお祈り申し
上げまして、年頭のあいさつとさせていただきます。
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付

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

開
式

午
前
十
時
か
ら

場
所

勝
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町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
三
溪

二
―
三
三
〇
〇

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（水）



勝浦町20歳のみなさん おめでとうございます
今年成人式を迎えられ、大人として第１歩を踏み出されたみなさん、おめ

でとうございます。

これからは、選挙権など様々な権利が与えられると同時に、社会人として義

務が課せられます。国民年金への加入もその１つです。この機会に年金
制度について正しく理解し、これからの人生設計の一部としてください。

５

まだ学生だから、毎月の保険料の支払が難しい、という場

合には ｢学生納付特例制度｣ があります。学生納付特例制度

とは、届出をして承認された承認期間中の保険料の納付が猶
予される制度です。

大学･短大･高等専門学校・専修学校および一部の各種学校の

在学生で、本人の所得が68万円以下の方などが対象となります。

20歳になったら役場から ｢国民年金手帳｣ が交付されます。
この手帳はあなたがこれから一生使うものですので大切に保

管してください。

○国民年金は、年金額の３分の１を国
が補助しています。
○国民年金の保険料は、全額社会保険
料控除の対象です。
○国民年金を受けるためには、最低25
年の保険料納付期間が必要です。
○国民年金には、保険料が免除になる
制度があります。
○国民年金は、物価の上昇に合わせて
引き上げられる物価スライド制です。

年金基礎知識

山

西谷
内
里
衣

成
人
…
…
そ
れ
は
大
人
に
な
る
こ
と
。
一
人

前
に
な
っ
た
人
間
の
こ
と
。
自
身
を
も
っ
て
行

動
を
起
こ
し
、
そ
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と

の
で
き
る
人
。
誰
か
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
頼
ら
れ
る
立
場
に
あ
る
人
…
…
。

私
は
今
、
学
生
で
す
。
自
立
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
自
宅
を
離
れ
て
一
人
ぐ
ら
し
で
す
。
家

族
と
い
っ
し
ょ
の
時
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
自
由
が
あ
る

け
れ
ど
、
誰
も
助
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
勉
強

以
外
の
こ
と
に
も
い
ろ
い
ろ
と
気
を
つ
け
て
い

な
く
て
は
、
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
自
分
の
行
動
に
も
責
任
を
持
た
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
成

人
に
な
る
と
い
う
勉
強
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

成
人
に
な
る
と
い
う
の
は
、
本
当
の
意
味
で

は
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二

十
歳
に
な
っ
た
か
ら
成
人
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
人
に
な
っ
て
初
め
て
私
は
成
人
で
あ
る
と

言
え
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
ご
迷
惑
を
か
け
て
き
た

両
親
を
は
じ
め
、
家
族
や
周
囲
の
人
達
に
心
か

ら
感
謝
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
な
立
派
な
成
人
へ
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
誓

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

生

名柳
澤

舞

私
は
今
年
二
十
歳
と
な
り
、
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
の
も
家
族
・
友
人
・
恩
師
な
ど
に
支
え
ら

れ
て
き
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

今
私
は
大
学
で
勉
強
だ
け
で
な
く
好
き
な
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
な
が
ら
親
の
ス
ネ
を
か
じ
り

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
夢
に
向
か
っ
て
た
く
さ
ん
の
資
格
を
取
る
た

め
に
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｢
成
人
式｣

は
、
一
人
の
人
間
が
大
人
に
成

長
し
て
い
く
過
程
の
出
発
点
で
あ
り
、
明
日
か

ら
の
自
分
の
生
き
方
を
真
剣
に
考
え
る
人
生
の

ひ
と
つ
の
大
き
な
節
目
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
生
き
る
事
の
意
義
を
忘
れ
る
事
な
く

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
多
く
の
知
識
と
精
神
力
を

常
に
生
か
し
悔
い
の
残
ら
な
い
人
生
を
送
る
と

共
に
他
人
の
幸
せ
を
も
考
え
う
る
人
間
に
成
長

し
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り
精
一
杯
楽
し
く
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
に
な
る
こ
と

二
十
歳
を
迎
え
て

学生だから……

20歳になったら……

問い合わせ先 町役場住民国民年金係
２－臼欝碓臼
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地
区
対
抗
ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

十
一
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の
二
日
間
、
生
比
奈
小
学

校
体
育
館
で
十
七
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
九
人
制
の
男
女
ミ
ッ
ク
ス
で
行
わ
れ
、
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
幅
広
い
参
加
が
あ
り
、
好
試
合
の
連
続
で

決
勝
戦
は
棚
野
対
生
名
Ａ
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
試
合

は
接
戦
で
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
一
対
一
の
同
点
で
抽
選
と

な
り
、
棚
野
が
勝
利
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

棚

野

生

名

Ｂ

横

瀬

Ｂ

与

川

内

専

門

Ｂ

山

西

掛

中

山

坂

本

今

山

専

門

Ａ

星

谷

黒

岩

生

名

Ａ

沼
江
・
石
原

中

角

横

瀬

Ａ

久

国

優 勝 棚 野

新春の阿波路に健脚を競う恒例の徳島駅伝大会も数々
のドラマを生み出しながら、48回目を迎えました。

今年は、初日が由岐コースとなり、41区間261.9㎞

を13郡市が競い合います。
勝浦郡チームは，一年間を通して毎週火・木曜日の

ナイター練習をはじめとし、10月からは毎週日曜日に

も練習に取り組み、また、年末３日間の合同練習、12
月15日・16日の強化合宿を経て大会に臨みます。

町民の皆さまの選手団への暖かいご声援よろしくお

願いいたします。
選手団役員の方（一部）と町内選手は次のとおりです。

１１月月４４日日～～６６日日
３日間

徳島駅伝大会第48回

団 長
勝浦郡町村会長川 口 幸 一 <勝浦町長>

副 団 長

笠 松 和 市（上勝町長）

岡 本 富 治（徳島県議会議員）
勝浦郡陸上競技協会多 田 和 幸 後援会上勝支部長

石 木 正 一（勝浦郡陸上競技協会長）

総 監 督

立 石 竹 夫（自営業）

監督兼選手

谷 寛 樹（㈱ナカテツ）

コーチ兼選手

山 平 里 美（阿南共栄病院）

石 田 早 人（生比奈小学校教諭）

マネージャー兼選手

石 木 正 昭（勝浦町役場）

主 将

柿 原 昌 典（日亜化学工業㈱）

選 手

押 栗 義 衛（㈱ナカテツ）

瀧 信一郎（ユニチカ㈱）

駒 津 普 司（日本ケミコン）

猪 谷 友 之（イカリ商事）

山 平 和 也（勝浦郡陸上競技協会）

藤 木 浩 史（川崎重工㈱）

市 原 誠（徳島農大２年）

畠 田 浩 二（小松島西高校３年）

木 原 佑 介（小松島西高校２年）

岡 本 順 示（小松島高校２年）

大 谷 裕 史（小松島西高校１年）

鈴 木 勝 仁（小松島西高校１年）

東 山 圭 佑（小松島西高校１年）

横 尾 雅 仁（小松島西高校１年）

藤 木 千恵美（小松島西高校１年）

押 栗 佑 香（小松島西高校１年）

大 谷 昌 志（勝浦中学校３年）

椎 平 孝 夫（勝浦中学校３年）

山 丸 慧（勝浦中学校２年）

坂 口 克 哉（勝浦中学校２年）

瀧 花 陽 平（勝浦中学校２年）

宮 田 光（勝浦中学校２年）

久 保 沙央理（勝浦中学校２年）

山 本 友 紀（勝浦中学校２年）

谷 尻 奈菜子（勝浦中学校２年）

中 西 景 子（勝浦中学校２年）

斎 藤 裕 子（勝浦中学校２年）

松 浦 佑 哉（勝浦中学校１年）

小 西 美 佐（勝浦中学校１年）

力強く選手宣誓をする柿原主将

練習にはげむ選手団
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徳島県
少年柔道大会

第27回徳島県少年柔道大会が、

県立中央武道館において開催さ

れ、横瀬小学校の新居海斗君が
１年生の部に出場し、優勝しま

した。

心からお喜び
申し上げます。

１年生の部 優 勝

新 居 海斗 君

遠 藤 武さん
棚 野

12月８日 快晴の下、勝浦高校で勝浦郡内

の少年野球チーム（生比奈クラブ、勝浦タイ

ガース、上勝やまびこ）と勝浦高校、勝浦中学

校の野球部が合同で野球教室を開きました。
少子化の影響で生比奈・勝浦・上勝の少

年野球チーム・勝浦高校野球部も部員不足に

悩んでおり、この野球教室は野球の素晴らし

さをもっと知って欲しいとの井上力勝浦高校

監督や原裕則勝浦中学校監督の呼びかけで開催されました。

選手たちは、初めは緊張していましたが、井上力勝浦高校監督

原祐則勝浦中学校監督のもと、一生懸命練習に参加し、整理体

操、キャッチボール、バッティングなどの指導を受けました。

この野球教室は定期的に開催していく予定ですので、野球に

興味のある小学生～高校生はぜひ参加してください。

勝 浦 高 校 井上 力
２－２５２６（勝浦高）
勝浦中学校 原 裕則
２－２５９１（勝浦中）
勝浦タイガース 島 孝文
２－２４０９
生比奈クラブ 宮本 卓
２－２９８８

連

絡

先

こ
の
ほ
ど
、
高
齢
者
叙
勲
で
棚
野
の
遠
藤
武
さ
ん
（
元
生
比
奈

小
学
校
長
）
に

｢

多
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
貢
献

さ
れ
た
功
績｣

に
よ
り
、
勲
五
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
、
昭
和
八
年
三
月
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
ま
で

三
十
七
年
間
、
教
育
者
と
し
て
使
命
感
に
燃
え
、
児
童
・
生
徒
の

育
成
に
専
念
し
、
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
常
に
よ
り
良
い
学
習
指
導
法
の

研
究
に
努
め
、
成
果
を
上
げ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
は
明
る
く
正
し
い

選
挙
推
進
協
議
会
委
員
・
社
会
教
育

委
員
・
文
化
財
保
護
委
員
長
と
し
て

本
町
の
社
会
教
育
に
も
尽
力
し
、
住

民
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
学
校
教
育
・

社
会
教
育
の
両
面
に
大
き
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
の
ご
労
苦
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
名
誉
あ
る
叙

勲
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

勝勝浦浦郡郡野野球球教教室室開開催催!!
（土）
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平
成
十
四
年
二
月
四
日
任
期
が
満
了
す
る

勝
浦
町
長
選
挙
は
、
一
月
二
十
二
日
告
示
さ

れ
、
一
月
二
十
七
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

開
票
は
同
日
午
後
九
時
三
十
分
か
ら
住
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
る
者

○
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
八
日
以
前
に

生
ま
れ
た
者

○
平
成
十
三
年
十
月
二
十
一
日
以
前
か
ら

引
き
続
い
て
勝
浦
町
内
に
住
所
を
有
し

て
お
り
、
公
職
選
挙
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

不
在
者
投
票

○
投
票
日
に
支
障
の
あ
る
か
た
は
、
告
示

日
（
二
十
二
日
）
か
ら
投
票
日
の
前
日

（
二
十
六
日
）
ま
で
に
役
場
で
投
票
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請
求
は
、

一
月
二
十
三
日
で
締
め
切
り
ま
す
。

入

場

券

○
入
場
券
は
、
一
月
二
十
四
日
前
後
に
送

付
し
ま
す
。（
間
違
い
が
な
い
か
、
早
め

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

投
票
時
間

○
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時

ま
で
で
す
。

開

票

○
開
票
は
午
後
九
時
三
十
分
か
ら
住
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
三
階
で
行
い
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会

○
平
成
十
四
年
一
月
十
一
日

午
前
九
時

か
ら
勝
浦
町
役
場
第
一
会
議
室
で
行
い

ま
す
。

投

票

所

○

各
投
票
所
は
次
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

催

し

・

イ

ベ

ン

ト

住

民

課

イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
so umu@town.katsu ura.tokushima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokush ima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima.jp
税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsu ura.tokush ima.jp

同和対策課 ２－１５０４
doutai@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.j p
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuura.tokush ima.jp

勝
浦
町
長
選
挙

投
票
日
は
一
月
二
十
七
日

家
族
み
ん
な
で
投
票
し
よ
う

選
挙
や
政
治
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
に
は
、
選
挙
に
お
金
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
公
職
に
つ
い
て

い
る
人
や
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る

人
ば
か
り
で
は
な
く
、
有
権
者
も
ま

た
協
力
し
な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

来
る
勝
浦
町
長
選
挙
に
は
、
違
反

者
が
出
な
い
よ
う
み
ん
な
で
正
し
い

自
覚
と
判
断
を
も
っ
て
、
明
る
い
選

挙
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

明
る
く
正
し
い
選
挙
を

第
七
投
票
区

第
六
投
票
区

第
五
投
票
区

第
四
投
票
区

第
三
投
票
区

第
二
投
票
区

第
一
投
票
区

坂
本
区
民
集
会
所

与
川
内
集
会
所（
お
宮
）

横

瀬

集

会

所

棚

野

集

会

所

勝

浦

会

館

農
村

婦

人
の

家

掛

谷

集

会

所
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Information

勝
浦
町
消
防
団
出
初
式
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

日
時

平
成
十
四
年
一
月
十
三
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

雨
天
の
場
合
は

同
日
午
前
十
時
か
ら

勝
浦
中
学
校
体
育
館

町
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら
防
ぐ
消

防
団
の
勇
壮
な
出
初
式
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

「
と
き
め
き
の
春
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
」

を
テ
ー
マ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭

り
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

中
心
と
し
た
、
ご
理
解
ご
協
力
で
第
十
四
回

目
を
迎
え
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

新
世
紀
を
迎
え
た
流
れ
の
な
か
で
、
人
々

が
日
本
の
伝
統
や
文
化
に
、
心
の
い
や
し
を

求
め
な
が
ら
、
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
、

心
豊
か
な
時
代
の
到
来
を
、
ひ
な
祭
り
は
告

げ
て
い
ま
す
。

ひ
な
祭
り
の
新
し
い
展
開
と
し
て
、
勝
浦

町
を
発
信
源
に
、
昨
年
か
ら
の
千
葉
県
勝
浦

市
に
お
け
る
東
西
同
時
開
催
や
、
徳
島
市
の

徳
島
城
博
物
館
に
お
け
る
、
ひ
な
人
形
を
飾
っ

た
「
企
画
展
」。
全
国
町
村
に
お
贈
り
し
た

ひ
な
人
形
に
よ
り
、
日
本
の
春
を
告
げ
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
今
年
も
継
承
さ
れ
、
さ
ら

に
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

ひ
な
祭
り
は
、
準
備
に
約
二
週
間
、
後
片
付

け
に
一
週
間
か
か
り
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
だ
け
で
は
賄
え
な
く
な
っ
て
お
り
、
毎

年
多
数
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
年
も
町
内
外
に
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
参
加
・
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

準
備
は
二
月
十
日
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す

が
、
一
般
の
方
の
協
力
は
、
二
月
十
五
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
の
ひ
な
人
形
の
受
け
付
け

飾
り
付
け
、
会
場
整
備
な
ど
を
。
後
片
付
け
は

三
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
実
施
し
ま
す

の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。実

行
委
員
会
で
は
、
愛
ち
ゃ
ん
ブ
ー
ム
に

あ
や
か
り
、「
愛
ち
ゃ
ん
も
初
節
句
」
を
テ
ー

マ
に
「
愛
ち
ゃ
ん
び
な
」
を
募
集
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
手
作
り
で
「
か
わ
い
い
、
愛

ら
し
い
、
夢
の
あ
る
お
ひ
な
様
」
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。
町
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
。
材
質

サ
イ
ズ
も
自
由
で
す
。

参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
人
形
受
け
付
け
の

二
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
に
、
作
品
を

ひ
な
祭
り
会
場
ま
で
持
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
者
に
は
、
記
念
品
を
、
優
秀
作
品
に

は
賞
品
も
お
贈
り
し
ま
す
。

詳
し
く
は

ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

代
表

殿
川

武
男

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
三
六
一

ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
（
体
育
館
）

で
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
奥
座
敷
を
飾
り
ま
す
。

要

領

①
一
区
画
（
二
畳
程
度
）
を
使
っ

て
、
参
加
者
に
自
由
な
ア
イ
デ
ア

で
飾
り
付
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
図
を
参
照
）

例
え
ば
、

野
山
に
出
て
遊
ぶ
お
ひ
な
様
飾
り

②
人
形
は
、
準
備
し
ま
す
。

申
し
込
み

参
加
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
の
氏
名
・

住
所
・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
「
奥

座
敷
飾
り
付
け
希
望
」
と
記
入
し

役
場
産
業
振
興
課
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
先
着

順
と
し
、
決
定
後
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
締
め
切
り

一
月
十
五
日
）

打
合
会

後
日
、
打
合
会
を
行
い
ま
す
の
で

参
加
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
産
業
振
興
課

ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
係

二
―
一
五
〇
五

FAX

二
―
三
〇
二
八

一
月
十
三
日

募

集

し

ま

す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

ひ
な
祭
り
に
参
加
を

『
愛
ち
ゃ
ん
び
な
』
を

飾
り
ま
し
ょ
う

日
時

二
月
二
十
四
日

か
ら

三
月

十

日

ま
で

場
所

勝
浦
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

愛
ち
ゃ
ん
も
初
節
句

舞台

ひ
な
祭
り
奥
座
敷

飾
り
付
け
参
加
者
大
募
集

（日）

（日）

（日）



10

次
に
よ
り
町
労
務
職
員
の
募
集
を
い
た
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
総
務
課
へ
期
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

平
成
十
四
年
一
月
一
日
現
在

で
十
八
歳
以
上
、
四
十
歳
未

満
の
方

採
用
予
定
人
数

一
人

申
込
み
方
法

履
歴
書
の
提
出
（
市
販
の
も

の
）

申
込
み
受
付
期
間

平
成
十
四
年
一
月
七
日

か

ら
平
成
十
四
年
一
月
十
八
日

ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
十
二
月
か
ら
三
年
間

勝
浦
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
活
動

い
た
だ
き
ま
す
方
に
厚
生
労
働
大
臣
及
び
徳

島
県
知
事
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
町
に

お
い
て
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

勝
浦
町
民
生
委
員
児
童
委
員

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
授
与

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
そ
の
職
務
に

は
げ
ま
れ
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
そ
の

御
労
苦
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

永
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

民
生
委
員
児
童
委
員
の
改
選
に
伴
い
退
任

さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、園
庭
）

対
象
者

〇

歳
～
五
歳
の
家
庭
で
子
育
て

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

＊
十
六
日

生
比
奈
保
育
所
リ
ズ
ム
室
で
人
形

劇
を
観
ま
す
。
午
前
十
時
に
始
ま
り
ま
す

の
で
遅
く
て
も
九
時
五
十
分
分
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

公
演
内
容
（
ね
ず
み
の
嫁
入
り
）

時

間
（
十
時
～
十
時
五
十
分
）

横
瀬
出
見
勢

横
瀬
前
川

中

山

中

山

棚

野

西

棚

野

東

久

国

星

谷

黒

岩

今

山

生

名

西

生

名

東

中

角

中

角

山

西

掛

谷

沼

江

石

原

地
区
名

桜

木

千

代

子

片

山

シ

ゲ

ミ

栗

城

政

美

樫

原

重

雄

後

藤

喜

亘

鈴

江

梁

子

信

政

等

大

久

保

宗

司

谷

脇

恒

雄

田

中

潤

花

房

恒

夫

野

上

敏

一

平

岡

勝

山

下

卓

子

丸

田

貞

江

入

田

定

中

徹

観

野

正

弘

氏

名

佐

藤

啓

子

山

西

喜

一

郎

東

節

子

中

西

チ

ズ

ミ

玉

置

福

一

戸

川

照

男

竹

山

ス

ミ

湯

浅

實
（
坂

本
）

（
与
川
内
）

（
横

瀬
）

（
久

国
）

（
星

谷
）

（
生

名
）

（
山

西
）

（
石

原
）

佐

藤

啓

子

東

節

子

玉

置

福

一

竹

山

ス

ミ

湯

浅

實

山

西

喜
一
郎

中

西

チ
ズ
ミ

戸

川

照

男

樋

口

清

次

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

30 日 23 日 16日

・
一
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
に
参
加
す
る
、

歌
、
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

・
巧
技
台
遊
び

・
室
内
乗
り
物

・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

・
プ
レ
イ
ク
ッ
シ
ョ
ン

・
お
正
月
遊
び

・
巧
技
台
遊
び

・
室
内
乗
り
物

・
歌

・
紙
芝
居

・
お
正
月
遊
び

・
制
作

・
更
生
保
護
婦
人
会
来
所

・
保
健
婦
さ
ん
来
所
（
健
康
相
談
と
身
体
計
測
）

・
劇
団
杉
の
子
の
人
形
劇
観
劇

一
月
の
予
定

勝
浦
町
民
生
委
員

児
童
委
員
改
選

福

祉

課

お

知

ら

せ

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

坂

本

上

坂

本

中

坂

本

下

与
川
内
西

与
川
内
東

横
瀬
富
重

地
区
名

増

井

公

子

武

田

京

大

谷

和

恵

新

居

和

子

戸

田

道

子

中

原

茂

雄

山

野

芳

子

速

水

克

彦

氏

名

勝
浦
町
職
員（
労
務
職
）
の
募
集

総

務

課

（月）

（金）

（水）

（水） （水）（水）
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Information

■
相
談
事
業

○
子
育
て
の
こ
と
に
つ
い
て
気
に
な
っ
た
り

迷
っ
た
り
さ
れ
て
い
る
方
は
、
生
比
奈
保

育
所
へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？
わ
ん
ぱ
く

教
室
に
お
越
し
の
時
に
皆
で
い
っ
し
ょ
に

話
し
た
り
、
ま
た
個
別
に
話
し
合
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
で
話
し
て

み
る
と
、
そ
の
場
で
解
決
で
き
る
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に
助
け
合
っ
て
楽
し
い
子
育
て

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
所
有
の

軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
）
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
も
う
す
で
に
廃
車
し
た
軽

自
動
車
で
も
、
廃
車
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

今
後
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
誰
か
に
売
っ

た
り
、
譲
っ
た
り
し
て
も
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
、
同
様
の
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
二
五
cc
以
下
の
原
動
機
付
自
転

車
は
、
役
場
税
務
課
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
協
会

（

〇
八
八
―
六
四
一
―
二
〇
一
〇
）、
一
二

五
cc
を
超
え
る
二
輪
車
は
、
四
国
運
輸
局
徳

島
陸
運
支
局
（

〇
八
八
―
六
四
一
―
四
八

一
二
）
で
な
け
れ
ば
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

税
務
署
で
は
確
定
申
告
書
・
収
支
内
訳
書
・

譲
渡
所
得
の
内
訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ

い
て
、
ご
自
分
で
作
成
し
、
で
き
る
だ
け
郵

送
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

申
告
書
の
作
成
は
、
一
般
的
に
は
難
し
い

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」
に
示
さ
れ
て
い
る
記
載
例
の

該
当
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
な
が
ら
記
入
し
て
い

く
と
、
簡
単
に
ご
自
分
で
申
告
書
が
書
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
等
は
、
ご
自
分
で
正
し
く
作

成
し
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
務
署
で
は
、
ご
自
分
で
確
定
申

告
書
等
を
作
成
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、「
申
告

書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
記
載
方
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
期
限
及
び
納
付
期
限
は
三

月
十
五
日

ま
で
で
す
。
お
早
め
に
!

○

還
付
申
告
は
、
税
務
署
で
一
月
四

日

か
ら
受
付
し
て
い
ま
す
。

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は

意
外
と
簡
単
に
書
け
る
も
の
で
す
。

税
務
署
や
市
町
村
役
場
に
用
意
し
て
い
ま

す
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど

を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分
で
申

告
書
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
期
間
に
徳
島
市
立
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
還
付
申
告
相
談
会
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
、
申
告
書
を
ご
自

分
で
作
成
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
徳
島
税
務
署
個
人
課
税

部
門
（

〇
八
八
―
六
二
二
―
四
一
三
一
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○

一
月
二
十
八

日

～
二
月
一
日

の
間

○

二
月
四
日

○

二
月
六
日

～
二
月
八
日

の
間

○

二
月
十
二
日

～
二
月
十
五
日

の
間

○

一
月
二
十
八

日
は
午
前
十
時
～
正
午
、

午
後
一
時
～
午
後
五
時
の
間

○

一
月
二
十
八

日
以
外
は
午
前
九
時
～
正
午

午
後
一
時
～
午
後
五
時
の
間

廃
車
手
続
き
は

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

税

務

課

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税 務 課

提出期限 １月31日

平成13年中に給料、賃金な

どの給与等を支払った場合、

支払者は金額の多寡にかかわ

らず、必要事項を記載した

「給与支払報告書」を１月31

日までに役場に提出しなけれ

ばなりません。

これは、税法で支払者に対

して義務づけられているもの

で、提出を怠ったり、虚偽の

記載をした場合は罰せられる

ことになります。

支払者は、給与支払報告書

を期日までに必ず役場税務課

へ提出してください。

給与支払報告書の
提出について

受

付

日

受
付
時
間 （金）

（月）（火）
（水）

（金）

（金）

（金）

（金）

（月）
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私
の
父
は
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら
単
身

赴
任
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
が

高
校
進
学
を
控
え
て
い
る
た
め
、
母
が

家
庭
を
守
り
、
父
が
働
い
て
生
活
を
支

え
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
こ
で
一
つ
疑
問
が
お
こ

り
ま
し
た
。
単
身
赴
任
は
夫
が
す
る
も

の
で
、
妻
が
し
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
、
共

稼
ぎ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
い
う

話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
は
、｢

女
は
家
庭
を
守
る
も
の｣

「
家

事
・
育
児
は
女
が
す
る
も
の
」
と
い
う

意
識
が
根
強
く
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
そ
ん
な
疑
問
か
ら
昨
年
、
夏
休
み
の

自
由
研
究
で
「
男
女
差
別
に
つ
い
て
」

調
べ
て
み
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
の
テ
ー
マ

で
調
べ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
か
と
言
う

と
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
男
女
の
隔

た
り
が
あ
る
と
感
じ
、
そ
う
い
う
隔
た

り
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
か
関

心
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

具
体
的
に
考
え
て
み
る
と
、
出
席
番

号
は
必
ず
男
子
が
先
で
、
女
子
が
後
で

す
。
当
た
り
ま
え
の
よ
う
で
す
が
、
昔

は
女
が
男
の
後
に
つ
い
て
歩
く
と
い
う

習
慣
の
名
残
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
そ
れ
に
女
性
は
甲
子
園
の
土
を
踏

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
野
球
と
い
う

み
ん
な
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
、
応

援
す
る
こ
と
で
し
か
参
加
で
き
な
い
の

で
は
、
や
っ
ぱ
り
隔
た
り
を
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
な
に
げ
な
い

こ
と
が
、
男
女
差
別
を
生
み
、
人
間
に

は
当
然
与
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
人
権

を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
、
最
も
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
女
性
が
社
会
に
進
出
す

る
の
に
、
妨
げ
る
も
の
が
多
い
と
い
う

現
状
で
す
。
近
年
、
男
性
と
同
じ
よ
う

に
働
き
た
い
と
い
う
女
性
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
が
、
女
性
は
家
事
・
育
児
を

し
て
い
れ
ば
い
い
と
決
め
つ
け
て
し
ま

う
人
が
、
日
本
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
私
が
集
計
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
女
性
の
方
が
、「
女
に
生
ま
れ
て
損
を

し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
人

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
で
す
。

私
も
、
女
に
生
ま
れ
て
損
を
し
た
と

思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
食
事
の

時
な
ど
、

「
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
行
儀

よ
く
し
な
さ
い
よ
。」

と
母
に
言
わ
れ
た
り
、

「
も
っ
と
、
家
の
こ
と
手
伝
っ
て
。
そ

ん
な
ん
じ
ゃ
、
お
嫁
に
い
け
な
い
わ
よ
。」

と
い
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

「
女
の
子
だ
か
ら
」
と
か
「
女
ら
し

く
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
が

す
で
に
、
大
き
な
偏
見
だ
と
思
い
ま
す
。

行
儀
よ
く
す
る
こ
と
や
、
家
の
手
伝
い

を
す
る
こ
と
は
、
人
と
し
て
当
然
や
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
女
と
男
を
分
け
隔
て

て
考
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
男
子
も
ま
た
「
男
ら
し
く
」

と
い
う
言
葉
に
反
感
を
感
じ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
男
な
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
し
っ
か
り

し
な
さ
い
。」

「
メ
ソ
メ
ソ
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
男

の
子
な
ん
だ
か
ら
。」
な
ど
と
、
言
わ

れ
る
こ
と
も
ま
た
差
別
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
法
の
上
で

の
男
女
差
別
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識

の
中
で
の
差
別
の
方
を
、
つ
ね
に
感
じ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
男
は
こ

う
い
う
も
の
、
女
は
こ
う
い
う
も
の
と

い
う
固
定
観
念
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。

確
か
に
、
女
に
し
か
子
供
は
生
め
な

い
し
、
運
動
能
力
は
男
の
ほ
う
が
勝
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

を
、
お
互
い
が
認
め
な
が
ら
協
力
し
て

い
く
の
が
、
理
想
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
女
性
が
得
意
と
す
る
こ
と
は
女
性

が
、
男
性
が
得
意
と
す
る
こ
と
は
男
性

が
行
い
、
長
所
を
生
か
し
あ
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
に
は
男
と
女
し
か
い
な
い
の
だ

か
ら
、「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
よ
り

も
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
大
切
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ

ま
り
、
一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重
し
て

男
性
で
も
女
性
で
も
同
じ
よ
う
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
世
の
中
で
あ
っ
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
私
は
、
男
女
差
別
に
反
発
を
感

じ
な
が
ら
、
女
で
あ
る
こ
と
に
逃
げ
て

い
た
部
分
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

私
は
、
運
動
が
苦
手
で
す
が
、

「
女
な
ん
だ
か
ら
、
で
き
な
く
て
も
当

た
り
ま
え
」

と
、
少
し
楽
な
方
を
選
ん
で
い
た
と
思

い
ま
す
。
運
動
が
苦
手
と
い
う
の
も
、

本
が
好
き
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
自
分

な
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る

め
た
自
分
を
好
き
に
な
れ
る
よ
う
に
、

自
分
ら
し
く
前
向
き
に
生
き
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
女
性
で
も
男
性
で
も

そ
の
人
な
り
の
向
上
心
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
彼
女
ら
し
く
、
彼
ら
し
く
輝
い

て
い
る
の
で
す
か
ら
…
…
。

一
度
し
か
な
い
人
生
で
す
。「
女
に
生

ま
れ
て
損
を
し
た
」
と
思
う
の
で
は
な

く
、「
女
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」「
私
に

生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え
る

よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

自分らしく

か た り あ う ぺ ー ジ



長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

生
活
の
支
え
に
な
っ
て
き
た
机

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

机
上
で
の
計
算
だ
け
は
よ
く
出
来
る

横
瀬

日
下
美
里

お
お
怖
い
机
上
で
出
来
た
雑
居
ビ
ル

横
瀬

呑
口
精
一
郎

握
り
合
う
机
の
下
の
手
が
温
い

棚
野

島

つ
と
む

廃
校
で
机
入
札
遣
り
切
れ
ぬ
坂
本

平
尾
智
男

机
上
で
は
計
算
ど
お
り
出
来
て
い
る

生
名

岩
本
敏
子

傷
だ
ら
け
想
い
出
つ
め
た
古
机

久
国

美
馬
真
由

机
に
は
暑
さ
を
知
ら
ぬ
水
中
花

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

と
う
さ
ん
の
机
の
上
は
雑
貨
店

立
川

岩
本
よ
し
お

古
机
ナ
イ
フ
の
傷
が
懐
か
し
い

横
瀬

前
田
好
月

好
き
な
子
の
横
へ
行
き
た
い
机
で
す

横
瀬

中
田
万
里

〈
評
〉
題
は
「
机
」
で
あ
っ
て
も
九
十
％
ま
で

人
の
心
を
つ
か
み
ま
し
た
。
こ
ん
な
純
情
な
時

こ
そ
、
人
生
に
と
っ
て
大
切
な
時
で
す
。
そ
ん

な
無
垢
な
ま
ま
で
は
済
ま
な
い
人
間
の
一
生

は
、
波
の
荒
い
大
海
が
待
っ
て
い
る
の
で
す
。

紐
と
け
ば
ど
ん
ぐ
り
落
ち
る
医
者
の
前

立
川

堀

梅
子

梅
干
し
に
ど
ん
ぐ
り
餅
で
し
た
戦

立
川

岩
本
よ
し
お

ど
ん
ぐ
り
も
一
緒
に
回
る
洗
濯
機

中
山

山
下
ふ
さ
を

ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
た
友
も
皆
白
髪

横
瀬

前
田
好
月

ど
ん
ぐ
り
は
子
供
を
誘
う
よ
う
に
落
ち

棚
野

田
中
思
葦

ど
ん
ぐ
り
の
落
ち
る
音
す
る
ト
タ
ン
屋
根

立
川

前
田
千
恵

ど
ん
ぐ
り
の
夫
婦
で
丸
く
生
き
て
い
る

生
名

岩
本
敏
子

浮
き
沈
み
し
て
ど
ん
ぐ
り
も
瀬
を
越
え
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

ど
ん
ぐ
り
が
昔
の
子
供
と
り
も
ど
す

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

ど
ん
ぐ
り
の
中
に
も
派
手
な
の
が
一
つ

棚
野

田
中
思
葦

ど
ん
ぐ
り
も
ど
じ
ょ
う
も
知
ら
ぬ
子
が
育
ち

横
瀬

日
下
美
里

〈
評
〉「
百
階
の
ビ
ル
は
文
化
の
粋
で
は
な
い
」

と
い
っ
た
師
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
自
然

の
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
都
会
へ
都
会
へ
―
。

素
足
や
ど
ろ
ん
こ
の
子
ど
も
達
を
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
。

暖
冷
房
が
な
い
と
人
は
生
き
て
い
け
な
い

の
か
、
人
類
の
退
化
の
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
。

七
面
相
や
っ
と
笑
っ
た
孫
の
顔

与
川
内

武
田
裸
天

生
長
の
一
つ
子
が
つ
く
悪
態
も

中
山

山
下
ふ
さ
を

今
い
ち
の
き
き
め
に
悩
む
医
者
め
ぐ
り

久
国

美
馬
真
由

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
見
え
る
園
児
た
ち

横
瀬

関
東
紀
美

一
球
に
我
が
市
わ
が
町
沸
き
か
え
る

棚
野

島

つ
と
む

お
正
月
夢
の
続
き
は
青
い
空
棚
野

殿
川
早
苗

雑
草
の
一
つ
一
つ
の
美
し
さ
棚
野

殿
川
早
苗

迎
え
火
の
淡
き
煙
に
戦と
友も
の
顔

与
川
内

武
田
裸
天

さ
り
げ
な
く
流
し
て
く
れ
る
助
け
舟

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

鴉
ま
で
山
は
嫌
い
と
街
へ
出
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

眼
が
さ
め
て
出
来
た
名
句
を
朝
忘
れ

横
瀬

呑
口
精
一
郎

胡
麻
叩
く
腕
も
む
し
ろ
も
古
く
な
り

立
川

堀

梅
子

神
仏
に
一
瞬
折
る
手
術
台横
瀬

桜
木
千
代

値
下
が
り
の
ス
ダ
チ
黙
々
採
る
残
暑

横
瀬

関
東
紀
美

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
約
束
の
職
を
選
る

横
瀬

中
田
万
里

病
院
の
予
約
先
ず
書
く
行
事
表

坂
本

平
尾
智
男

古
希
が
来
て
ま
だ
女
性
部
の
役
が
来
る

横
瀬

前
田
好
月

後
ず
さ
り
し
つ
つ
強
が
る
悪
い
癖

棚
野

穏
台

綾

初
詣
で
賽
銭
箱
も
不
況
風横
瀬

桜
木
千
代

捗
ら
ぬ
仕
事
に
猫
も
来
て
座
る

棚
野

穏
台

綾

断
っ
た
は
ず
の
釣
書
が
舞
い
戻
り

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

よ
い
時
代
嫁
が
一
番
後
で
起
き

立
川

前
田
千
恵

〈
評
〉「
親
に
仕
え
子
に
仕
え
私
た
ち
の
時
代
の

人
間
が
一
番
損
じ
ゃ
」
戦
中
派
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
話
は
う
ま
が
合
う
。
日
本
の
家
族
制
度

を
替
え
て
し
ま
っ
た
今
、
嫁
が
家
に
同
居
し

て
い
る
の
は
良
い
方
で
す
。
嫁
に
は
本
当
に

良
い
時
代
、
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
我
慢
し
ま

し
ょ
う
。
孫
た
ち
の
た
め
に
も
。

題

「
机
」

題

「
ど
ん
ぐ
り
」

雑

詠

次
回
作
品
募
集

一
月
一
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香

月

二
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

秀

句

秀

句

秀

句

13
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１月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
二
火
曜
日

（８日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

１
月
12
日

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日

（22日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

五

火

曜

日

（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

１月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

１
月
15
日

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（21日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ク リ ー ン 情 報

【
お
願
い
】
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま

す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
、
社
会
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

一
月
十
六
日

●

一
月
三
十
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。それ以外
は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。
段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

今月の回収日 １月５日 午前９時まで

（水）

（火）
（土）

（土）

（水）

（１）

（２）

（３）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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駐
在
所
だ
よ
り

携帯電話の普及に伴い、自動車電話や移動電話電話か

らの通報が年々増加し、全体の半数以上を占めております。

携帯電話からの通報は、現場から離れてしまうことが

多いため、事件・事故発生場所の特定に時間を要したり

話の途中で通話が途切れて十分に内容が聞き取れないた

め、警察官の現場臨場に時間を要しておりますので、次

のことに気をつけて110番通報してください。

～携帯電話からの通報要領～
○現場を離れず通報を

現場を離れて通報した場合、目標物が分からず、場

所の特定にかなりの時間を要しています。出来る限り

現場から110番をしてください。

○停止（車）して通報を

通話が途切れるだけでなく、交通法規上からも停止

（車）した状態で通話をしてください。

○大きな声で話を

付近の雑音などの影響により、聞き

取りにくいことがあります。

○通報後、電源を切らない

110番通報後、警察官から通報者へ電話をかける場

合がありますが、電源が切られた場合、通話ができま

せん。通話後、しばらくは電源を切らないでください。

～１月10日 「110番 日」 ～は、 の です
守ります あなたの安全 110番
携帯電話からの通報は現場から

年始における
少年非行の防止

冬休み中には、子どもたちがいろい

ろな場所で集める機会が多くなると思

われます。

また、お正月気分で飲酒や喫煙、深

夜はいかいなど不良行為を繰り返した

り、小遣い欲しさにひったくりや恐喝

暴走行為などの非行を起こしやすい時

期です。

地域においても気がかりな状況を見

つけた時は声をかけたり、警察に通報

するなどして地域ぐるみで非行防止・

健全育成に取り組んでいきましょう。

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
こ
と
を
願
っ
て
、
今
年
一
年
間
使

用
す
る
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
新
年
を
迎
え
新
た
な
気
持
ち
で
交
通
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。あ

わ
の
道

ル
ー
ル
守
っ
て

交
通
安
全

運
転
者
向
け

交
通
安
全

若
葉
の
こ
ろ
か
ら

紅
葉
ま
で

歩
行
者
・
自
転
車
向
け

そ
の
違
反

小
さ
な
瞳
が
み
つ
め
て
る

子
ど
も
向
け

そ
こ
ち
が
う

し
ま
し
ま
マ
ー
ク
が

つ
い
て
な
い

徳
島
県
の
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル

平
成
十
四
年
使
用
の
ス
ロ
ー
ガ
ン



退
国保の

職者医療制度

会社などを退職し、国保に加入している人が、年金受給者となった

場合、本人とその扶養家族は、老人保健の適用を受けられるまでの間
退職者医療制度で治療を受けます。

年金証書を受けとったら世帯主は14日以内に届け出を出してください。

対象となる人 扶養家族となる人

資格と届出

お医者さんにかかるとき
診療を受けるときは、「国民健康保険退職被保険者証」

を病院の窓口に提出してください。一部負担金は次の

とおりです。

※入院時の食事代は、国保と同様に定額の自己負担となります。
※外来の薬剤の一部負担金についても同様

外来

２割
入院

２割
外来

３割
入院

２割

本 人（退職被保険者） 扶養家族

16

国保と医療費

特例療養費

退職者医療制度の資格は、年金の受給権が発生

した日からとなります。

年金証書を受け取ったら、保険証・印かんを持っ

て国保の窓口に14日以内に届け出てください。「国

民健康保険退職被保険者証」が交付されます。

退職者医療制度に該当する人が、年金証書が届

いていないため、やむを得ず一般の保険証でお医

者さんにかかったときは、申請すると差額分（本

人１割、扶養家族は入院のみ１割）が特例療養費

として後日支給されます。

①国保に加入している人

②老人保健の適用を受けていない人

③厚生年金や各種共済組合などの年金を受けてお

り、その加入期間が20年以上、または、40歳以

降10年以上の通算老齢（退職）年金をもらってい
る人

①退職者本人の配偶者（内縁関係でもよい）と３

親等内の親族

②国保の加入者で、老人保健の適用を受けていな

い人

③年間の収入が一定額未満の人



みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

７ 月 親 子 健 康 教 室 ９:00～12:00
農村環境改善センター
勤労者体育館

申し込みをされた人

９ 水
骨 粗鬆 症 予 防教 室
健 康 相 談

９:30～14:30 山西集会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

10 木

健 康 相 談 13:30～14:30

久国集会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 14:30～15:30

11 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～11:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成10年７月１日～10月
31日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

16 水

健 康 相 談 13:30～14:30

生名センター 一 般 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 14:30～15:30

18 金
母 と子 の 健 康教 室
健 康 相 談

９:30～14:00 坂本集会所 乳幼児と母親または家族 健 康 手 帳

21 月 母 と子 の 健 康教 室 ９:30～14:00 中角集会所 乳幼児と母親または家族

22 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 棚野集会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

23 水

健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

健 康 相 談 14:00～15:00
沼江コミュニ
ティセンター

一 般 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 15:00～16:00

24 木 成 人 歯 科 健 診 13:00～16:30
農村環境改善
セ ン タ ー

概ね40～50歳の一般住民
（予約制）

予 診 票

29 火
生活習慣病予防教室
健 康 相 談

９:30～14:30 星谷集会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

１月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

▲ 左 西田さつきちゃん（３歳８ヵ月） 右 こころくん（６歳１ヵ月）

17

が
ん
検
診
で

精
密
検
査
が

ま
だ
の
人
は
早
く

受
診
し
ま
し
ょ
う

が
ん
の
自
覚
症
状
は
、
病
気

が
進
行
し
な
い
と
現
れ
な
い
場

合
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
が
ん

の
一
般
的
な
症
状
と
い
わ
れ
て

い
る
「
し
こ
り
」
や

｢

出
血｣

は
、
他
の
病
気
に
も
み
ら
れ
が

ち
な
症
状
で
す
。

が
ん
の
場
合
、
何
よ
り
も
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
検
診
結
果
が
「
要
精

密
」
と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

む
や
み
に
不
安
が
る
こ
と
な
く

速
や
か
に
医
療
機
関
で
精
密
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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保健婦だより

平成13年度の予防接種は１月末で終了します
ＤＰＴ（百日咳・ジフテリア・破傷風三種
混合）、ＤＴ（ジフテリア、破傷風二種混合）
麻しん、風しん予防接種の実施について、下
記のとおり実施しています。予防接種説明書
予防接種ガイドブック等を確認の上、定期接
種の期間内に受けましょう。

○接種を受ける場合は、予約が必要です。接種を希望す
る町内医療機関へあらかじめお申し込みください。
○任意接種（定期接種の年齢以外の人や委託期間外に接
種した人）となった場合は、接種料金を直接、医療機
関の窓口へお支払いください。
※問い合わせは、役場福祉課保健婦へ（ ２－1502）

麻 し ん 風 し ん 百日咳・ジフテリア
破傷風三種混合

ジフテリア・破傷風
二 種 混 合

こ
の
親
子
健
康
教
室
は
、
小
学
校
の
親
子
を
対
象
に

食
事
や
運
動
等
の
規
則
正
し
い
生
活
に
つ
い
て
考
え
、

子
ど
も
た
ち
が
健
全
育
成
さ
れ
る
よ
う
保
護
者
、
学
校

食
生
活
改
善
推
進
員
、
役
場
等
が
一
体
と
な
っ
て
支
援

す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
、
第
二
回
目
の
親
子
健
康
教
室
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

月

日

平
成
十
四
年
一
月
七
日

受
付
時
間

午
前
九
時

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容

○
栄

養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

講

話

親
子
調
理
実
習

○
運

動

い
き
い
き
、
子
ど
も
た
ち

○
個
別
指
導

生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う

問
い
合
わ
せ
先
横
瀬
小
学
校

二
―
二
〇
〇
九

生
比
奈
小
学
校

二
―
三
〇
〇
四

役
場
、
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

親
子
健
康
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

第２回

（月）

種 類

病 状

麻しんウイルスの飛ま

つ感染によっておこる病

気で、発熱、発しんを主

症状とし合併症として気

管支炎や中耳炎、脳炎な

どをおこすことがありま

す。

風しんウイルスの飛まつ

感染によっておこる病気

でカゼ症状で始まり、発

しん、発熱後、頸部リン

パ節腫張などが主症状で

約３日くらいで治ります。

大人になってからかかると、

重症化することがあります。

百日咳、ジフテリアは飛

まつ感染でおこり、破傷

風は傷口から菌が体内へ

入りおこる病気で、重症

化することがあります。

ジフテリアは飛まつ感染

でおこり、破傷風は傷口

から菌が体内へ入りおこ

る病気で重症化すること

があります。

対 象 年 齢

（定期接種）
生後12～90月未満

生後12～90月未満

平成15年９月30日までの間

は昭和54年４月２日～昭和

62年10月１日までの間に生

まれた14歳以上の男女

１期初回…生後３～90月未満

１期追加…生後３～90月未満

１期初回接種３回終了後

12～18ヶ月の間に接種

11・12歳

（11歳で受けるのが望ましい）

百日咳、ジフテリア、破

傷風三種混合の２期とし

て１回接種

委 託 期 間 ～ 平 成 14 年 １ 月 末 日 ま で

料 金
2,000円

（医療機関窓口へ支払ってください。）
無 料 無 料 無 料

医 療 機 関 赤 岩 医 院 ・ 山 西 医 院 ・ 勝 浦 病 院

任意接種となった

場合の料金
６，０００円 ６，０００円 ５，５００円 ４，５００円
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図書館だより

一
月
の
行
事

陶
芸
展
十
二
月
七
日

～

一
月
十
三
日

ま
で

二
階
郷
土
資
料
室

勝
浦
町
芸
術
祭

十
二
日

～
十
三
日

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
七
日

午
後
二
時
～

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

九
日
・
十
六
日
・
二
十
三
日

三
十
日

新
着
図
書

一
部
紹
介

声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語

齋
藤

孝

精
霊
流
し

さ
だ
ま
さ
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ

挑
戦
者
た
ち

①
～
⑧

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
製
作
班

釈
迦
が
寝
言

上
・
下

楠
見
明
彦

す
べ
て
の
雲
は
銀
の
…

村
山
由
佳

青
い
絵
葉
書

太
田
治
子

小
さ
い
と
き
か
ら
考
え
て
き
た
こ
と

黒
柳
徹
子

天
保
世
な
お
し
廻
状

高
橋
義
夫

文
士
の
魂

車
谷
長
吉

ゆ
っ
く
り
さ
よ
な
ら
を
と
な
え
る

川
上
弘
美

犯
罪
同
盟

森
村
誠
一

ビ
ー
ト
た
け
し
の
黙
示
録

ビ
ー
ト
た
け
し

水
の
よ
う
な
火
の
よ
う
な

小
嵐
九
八
郎

鎖
国
し
て
は
な
ら
な
い

大
江
健
三
郎

漫
茶
羅
道

坂
東
真
佐
子

日
本
の
論
点
２
０
０
２

文
芸
春
秋

か
わ
い
く
て
簡
単
ラ
ッ
ピ
ン
グ

渋
沢
英
子

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義

岡
倉
徹
志

ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
―
ア
メ
リ
カ
に
宣
戦
布
告
し
た
男

ヨ
セ
フ
・
ボ
ダ
ン
ス
キ
ー

休
館
日

一

月

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ
て

い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

日 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２９ ３０

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
勝
浦

町
図
書
館
運
営
に
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
の
急
激
な
社
会
変
化
や

情
報
化
社
会
の
進
展
、
さ
ら
に

生
活
水
準
の
向
上
に
伴
い
「
物

の
豊
か
さ
」
か
ら

｢
心
の
豊
か

さ｣

を
充
足
す
る
ニ
ー
ズ
が
一

層
高
ま
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

生
涯
を
通
じ
て
創
造
的
、
主
体

的
に
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き

人
間
性
豊
か
な
活
力
と
う
る
お

い
の
あ
る
社
会
を
創
出
す
る
た

め
の
、
中
核
施
設
で
あ
る
図
書

館
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
勝
浦
町
図
書
館
の
蔵

書
冊
数
は
三
五
、三
〇
〇
冊
、

ビ
デ
オ
一
、
五
六
〇
巻
、
Ｃ
Ｄ

六
〇
〇
枚
、
Ｌ
Ｄ
七
〇
枚
で
す
。

勝
浦
町
図
書
館
に
読
み
た
い
本

が
な
い
場
合
は
、
図
書
館
の
受

付
で
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
れ
ま

し
た
ら
、
県
立
図
書
館
か
ら
取

り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
勝
浦
町
の
教
育

文
化
の
拠
点
と
し
て
町
民
の
皆

さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
に

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
変
化
へ
の
対
応図書

館
館
長

松
浦
一
博

陶 芸 展

生涯学習のひとつとして、恒例
となっている陶芸展が昨年12月７
日から､ 図書館２階郷土資料室で
開催されています。
１年間の勉強の成果である趣向
をこらした作品は、どれをとって
も素晴らしい力作ばかりです。
趣味と実益を兼ねた陶芸教室の
成果をぜひご覧ください。

期間 12月 7日 ～
１月13日 ～

場所 図書館２階
郷土資料展示室

（金）
（日）

（金）

（土）

（日）

（日）

（日）
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１月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月３日 湯 浅 医 院 ２－２００３

１月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月７日 赤 岩 医 院 ２－２００６

１月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月11日 上勝町診療所 ４－５０１０

１月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月15日 山 西 医 院 ２－３０２７

１月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月19日 湯 浅 医 院 ２－２００３

１月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月23日 赤 岩 医 院 ２－２００６

１月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月27日 上勝町診療所 ４－５０１０

１月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

１月31日 山 西 医 院 ２－３０２７

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

11
月
16
日
～
12
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
沼
江
字
野
神

木
並
伸
一

（
徳
島
市

若
松
亜
紀
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

西
尾
泰
弘

二
男

大
字
星
谷

）

字
山
下

ま
ど
か

駿
し
ゅ
ん

汰た

押
栗
宏
佳

長
女

大
字
三
溪

）

字
奥
地

千
穂

友ゆう

香か

青
木
良
樹

二
男

大
字
中
角

）

字
豊
田

恭
子

耀よう

大た

清
水
英
幸

二
男

大
字
久
国

）

字
久
保
田

真
理
子

瑛えい

貴き

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
平

清
水
源
太
郎（
102
歳
）

大
字
三
溪
字
樫
渕

谷

藏（
81
歳
）

大
字
生
名
字
山
ノ
神

正
木
フ
ジ
ヱ（
101
歳
）

大
字
沼
江
字
西
谷

西
谷
ヨ
シ
子（
80
歳
）

大
字
沼
江
字
平
間

福
本
八
重
子（
74
歳
）

大
字
星
谷
字
二
ツ
森
谷

只
平
一
夫（
75
歳
）

大
字
三
溪
字
中
村

河
崎
貞

（
89
歳
）

大
字
生
名
字
大
前

盛
田
ヌ
イ（
98
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
16
日
～
12
月
15
日

山
崎
安
雄
さ
ん
（
久
国
）

井
元
初
子
さ
ん
（
久
国
）

正
木
美
知
治
さ
ん
（
生
名
）

仙
才

清
さ
ん
（
坂
本
）

谷

ツ
ネ
子
さ
ん
（
横
瀬
）

只
平
和
博
さ
ん
（
星
谷
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交通事故相談日

日 時 １月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談

● 日時 １月11日

１月18日

１月25日

● 時間

午後１時～午後４時30分

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

１ 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
10 17 24 31

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
９ 16 23

午後２:00～４:00
水 水 水

歌 謡
15 22 29

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
21

午後７:30～９:30
月

大正琴
10 19 24 木曜日は

午後１:00～３:00
土曜日は
午後６:30～８:30木 土 木

習 字
４ 11 18 25

午後７:00～９:00
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

１月 交流講座日程
近隣地域との交流事業として、

今月も各種講座を次のとおり開講

いたします。

○大正琴は初心者コースもあります。

戸
籍
の
窓

（金）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）
（火）

（木）




